
大学生における自我同一性の形成に 

ファッションが与える影響

（学校教育教員養成課程） 岡本和真

（愛媛大学教育学部） 相模健人

The Influence of Fashion on the Formation of Self-identity in College 

Students 

Kazuma OKAMOTO and Takehito SAGAMI 

（2022年9月1日受付・2022年10月19日受理）

キーワード：自我同一性(identity of the ego),ファッション(fashion),M-GTA

要旨 

 近年,個性の尊重が謳われている中,現代青年である大学生 のアイデンティティの問題が問

われている。そこで,本調査では A 県内に通う大学生 5 名に対して,現在までの成長過程とファ

ッションの関わりを思い出してもらい,インタビューした。インタビュー逐語録を利用し,イン

タビューは修正版グラウンテッド・セオリーで分析した。その結果,調査協力者には,自身の恰好

が周囲から浮いている,ファッション面において,取り残されているなど,周囲に対して自身が取

り残されていることを感じることへの危機感をきっかけに自我同一性の模索が始まる傾向が分

かった。また,自身のファッションスタイルの模索の過程で,自身の意志をファッションに反映

させている調査協力者や人目を意識しコーディネートを行う調査協力者に分かれており,これら

の傾向が自身の自我同一性にも影響している可能性があることが明かになった。 
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Ⅰ．はじめに 

初めに青年期において自我同一性の課題が

挙げられる。鑪 (2014)は以下のように自我同

一性(ego identity)について「アイデンティ

ティという概念には、「自己」や「個」の内容

とともに、人間が社会的（対人関係的）適応の

ために行う「自我の総合機能」という点や、こ

の社会における「他者との連携」という内容

も、大切な要素として、すなわち、アイデンテ

ィティというものは、本来、他者を無視して

自己や個を主張するという内容を持つ概念で

なく、また、個人主義や集団主義などの文化

に依存するものでもなく、むしろ（無意識も

含めて）人間が社会（対人関係）への適応を行

うための総体を意味すると考えるべきなので

ある」と説明している。 

また,白井(2011)は「個人的アイデンティテ

ィ(personal identity)とは、自分自身が変化

しても同じ人間であるという自覚［連続性

(continuity)］と、自分が他の誰かではない自

分自身であるという自覚［斉一性(sameness)］

からなり、しかも他者からもそのようなもの

とみなされていることをいう。そして、それ

が社会的に定義されたものへと成長しつつあ

ることをアイデンティティ(ego identity)と

いう」と説明している。 

次に自我同一性について自我同一性地位や

現代の課題が考えられる。  

自我同一性地位とは,Marcia(1966）が青年

期のアイデンティティの状態を危機を経験し

たことがあるか,したことがないか・積極的に

関わったことがあるかの程度の２つの基準を

もとに４つの地位に分類したものである。  

以上の二つの基準を踏まえ,同一性達成地

位・モラトリアム・早期完了・同一性拡散地

位の４つの地位に関して,無藤(1979) は以下

で説明している。   

・同一性達成地位：自分にとって意味のあ

る危機を経験し,自分の信念に基づいて行動

している状態。   

・モラトリアム：危機の最中で,自分の信

念に基づいた行動をしようとしている状態。 

・早期完了：危機経験はないが,自分の信

念に基づいた行動をしている状態。 

・同一性拡散地位：危機経験もなく傾倒も

ないため,自分とは何者なのかわからない状

態。   

これら４つの段階を踏んでアイデンティテ

ィが確立される。   

上記の 4 つはある段階を経てから,次の段

階を経るということはなく,モラトリアム・早

期完了・同一性拡散地位をいききしながら,最

終的に同一性達成地位にたどり着く。青年期

はこの行き来する時期であり,森・河村（2001)

は上記の研究が行われた 80 年代と現在では,

置かれている環境の変化が大きく,大学生の

同一性地位の諸特徴も変化していると述べて

いる。  

自我同一性地位の現状として,石田

(2014) は,今日では,「アイデンティティ」

という言葉が普遍的になり,「自分らしさ」

の探求は日常化し,人々の生き方に大きな影

響を与え,現代の日本は価値観が多様化し,ラ

イフスタイルの選択肢が増えたことで,オリ

ジナルの個性を志向しながら,同一性達成に

向かっていると述べている。また,この志向

が青年期を超えて,成人期や老年期にも「自

分らしく生きること」を探求していると現状

の自我同一性及び,自我同一性地位の現状に

関して,説明している。   
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以上,自我同一性地位が置かれている現状

について説明したが,このことから,時代の環

境によって,自我同一性に関する考え方が変

わり,期間も大きな影響を受けていることが

分かった。また,鑪（2014）は「アイデンティ

ティという概念が示す内容は非常に幅広くか

つ奥深さを有している」と述べている。また

「わが国にまた世界においても,今後アイデ

ンティティに関する実証的研究は,いくらで

も必要になるし,そうしたことについて研究

を積み重ねていく重要性に気づくはずである」

と述べている。このことから,自我同一性の性

質や置かれている時代の環境によって,とら

え方やプロセスが変わっていくため,自我同

一性地位の研究を行っていく必要がある。 

では,青年期の自我同一性形成にファッシ

ョンはどのような影響があるのか。モラトリ

アム期に関わらず,青年期にあたる人々にと

ってのファッションはどのような存在意義を

示すのか。岩田(2006),石田(2014)が述べてい

たように,現代の自我同一性のありようとし

ては,相手によって立ち振る舞いを変え,それ

ぞれに存在する「自分」を肯定していくこと

が現代の生き方として,相応しいという「多元

的アイデンティティ」が根底としてある中で,

価値観が多様化し,ライフスタイルの選択肢

が増えた結果,「自分らしさ」というオリジナ

ルの個性を志向しながら,同一性達成に向か

う青年が増えている。このことから,相手によ

って,立ち振る舞いを変えるということは,服

装にも垣間見える要素があると考える。孫・

馬場(2016)は,従来は女性の服は女性が,男性

の服は男性が着るのが当たり前だったが,現

代では,当然のように,男性は女性の服を着こ

なし,女性は男性の服装を着こなし,相手によ

って,服装を使い分けていると述べている。従

って,オリジナルの個性を志向しつつ,多元化

したアイデンティティを肯定しているのが現

代の青年期の人々の特徴であることが分かる。

近年,個性の尊重が謳われている中,現代青年

である大学生のアイデンティティの問題が問

われている。そこで本研究では,その人間の個

性や印象を示す要因となるファッションがア

イデンティティ形成過程に大きく関わると考

え,アイデンティティ模索期であるモラトリ

アム期にある大学生を対象に研究し,ファッ

ションがアイデンティティ形成に与える影響

を検討する。 

Ⅱ．方法 

本研究については，研究協力者に説明し，

研究協力者自身の意思でインタビューを中止

できることや適宜休憩を挟むことなどを告げ

た上で，同意書にて同意を得た。また，結果の

公表についても同意を得た。 

2021年 7月から 9月にかけて,A県内に通う

大学生 5 名に対して,インタビューを実施し

た。インタビュー項目は目的に沿って独自に

作成し,【導入・基本項目】5 項目，【家庭環境

に関して】3 項目，【学校環境に関して】7 項

目，【ファッションの意識が芽生えた時期】8

項目，【自分の服に関して】7 項目，【アイデン

ティティに関して】7 項目，【その他】2 項目

の計 39 項目である。  

インタビュー内容を逐語録し,修正版グラ

ウンテッド・セオリー・アプローチ(木下,2007,

以下Ｍ-GTA)によって分析した。グラウンテッ

ド・セオリーとは,データに根拠を持った理論

のことで,データ対話型理論とも呼ばれてお

り,証拠から論を産出する方法である（木

下,2007）。 

Ⅲ．結果 

M-GTA の結果から，24 概念と 8 カテゴリー
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を生成した。カテゴリー相互の関係から分析

結果をまとめて，簡潔に文章化し（ストーリ

ーライン），結果図を作成した。以下， 概念

を『  』，カテゴリーを【  】と表記する。 

1．各カテゴリーと概念

結果から 1 つの概念を例示する。調査結果

から，屋内では好きな服を着たり,自身のファ

ッションは好きなど,自分が気に入っている

服を選び,着たいと考えている。これらから，

自身が好きだと感じる服を着たいと感じてい

るため,『自身が好きな服を着たい』という概

念を生成した（表 1）。 

表 1 概念例『自身の好きな服を着たい』

概念 1 自分が好きな服を着たい 

定義 自分が好きだと感じる服を着たい。 

具体例 （B-Ⅳ③）屋内は着たい服着るし,歩き回るなら,靴はスニーカーだけど,靴はちゃん

と選ぶ。 

（B-Ⅵ④）自分の好きなもの着てるから,自分のファッションはすきだよ。 

（C-Ⅰ⑤）普通に自分が好きな服着たい。  

（E-Ⅰ⑤）興味っていうか,自分が着たい服を着る人。 

理論的メモ 自身が好きだと感じる服を着たいと考えている。 

表 2 カテゴリー例【ファッションにおける意志の反映】 

カテゴリー名 ファッションにおける意志の反映

定義 自身の意志をもとに行動し,ファッション価値観にも反映されている。 

具体例 概念 1『自分が好きな服を着たい』 

概念 24『自身の意志の下に行動できる』 

理論的メモ 概念 1：自身が好きだと感じる服を着たいと考えている。 

概念 24：やりたいことやしたいことを第一に自分の意志を中心にして,行動に移すこ

とができている。 

さらに『自分が好きな服を着たい』という

概念を含み，『自身の意志の下に行動できる』

という概念と合わせて，一つのカテゴリーを

生成している。自分の意志で行動しているこ

とを表すものとして【ファッションにおける

意志の反映】というカテゴリーを生成した（表

2）。 

このように，概念の生成・修正を繰り返し

行い， それに合わせてカテゴリーも生成・修

正を行った。5 名分のデータ分析を終えた時

点で最終確認を行い，理論的飽和に達したと

判断し，最終的に 24 概念，8 カテゴリーとな

った。 
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2.ストーリーライン(図 1)

以下に示すのが M-GTA の最終的な結果とな

るストーリーライン及び結果図である。 

 調査協力者の中でも『ファッション指導

を受けていない』人物は比較的家庭でも自由

に過ごすことができているのに対し,厳しい

家庭だったと感じている人物は『ファッショ

ン指導を受けている』傾向がある。しかし,調

査協力者の大半は『親のファッションはおし

ゃれではない』と感じており,結果としては,                

『ファッションの影響を親から受けていない』

と考えている。これらから,ファッション指導

の有無にかかわらず,親からファッションの

影響を受けていないことから,【ファッション

価値観の形成にあたって親を参考としていな

い】ことが分かる。 

調査協力者の多くは中学時代に着用してい

た『制服への印象』を良くなく,厳しい『校則

による制限』を受けていた。しかし,高校進学

の際は自身の学力で進学できる高校や資格を

取得できる高校に進学していることから『内

容をもとにした選択』をしており,制服や校則

の内容は進学の判断基準になりえなかった。

その結果,他校の制服に憧れたと感じている。

対して,『進学先選択の際に制服を重視してい

る』人物は,高校でも制服を着ることを楽しい

と感じ,様々な着こなし方をしていた。このよ

うに,制服と校則が与える影響を理解できる

ため,【進学先の選択による制服への印象】と

した。 

調査協力者たちは中学進学でのコミュニテ

ィや活動範囲の拡大,高校での先輩の存在,大

学進学をきっかけにファッション面で『自分

が浮いている』という危機感から【ファッシ

ョン意識の芽生え】ている。中学・高校在学時

期に周りの友人・先輩に比べて自分がファッ

ションを知らない,ダサいという状況から『フ

ァッション面で自身が取り残されている』と

感じている。また,大学進学がきっかけである

調査協力者は私服がたりない,高校時の恰好

では過ごせないなど『大学で着ることができ

る私服がない』と感じている。こうして,孤立

している危機感を避けるために『ファッショ

ンへの興味・関心』を持ち始めた。

『ファッションスタイル形成初期の情報源』

である中学・高校時代はおしゃれな友人や先

輩など身近な人物のファッションを参考にコ

ーディネートを行っていた。その後は,インフ

ルエンサーや動画,店舗・メディアを中心にフ

ァッションに関する情報を収集するなど『フ

ァッションスタイル形成後の情報源』をもと

に,現在の自身のコーディネートを行ってい

るため,ファッションスタイル形成期によっ

て,【ファッションスタイル形成と情報源】は

異なる。 

【状況に応じた上衣中心のコーディネート】

に関して,調査協力者の多くは屋内外・環境・

遊び内容に応じて,自身のコーディネートを

変えている。特に,屋外で活動する際は,動き

やすい服,Ｔシャツに着替えるという考えが

多く,加えて, ,Ｔシャツを多く持っている人

物が多かったことから『コーディネートにお

ける上衣の優位性』が分かり,『状況に応じた

コーディネート』を行う際にも,上衣を意識的

に変えていることが分かる。 

 調査協力者は,日頃からできないことに対

する危機感を持ち,早めに行動する人物や『危

機感を感じて行動する』ことができるが,感じ

るまでは行動に移せない人物など,危機的状

況を避けるために行動を移す傾向がある。ま

た,中には周囲を意識してしまい,『危機感を

感じても行動できない』と感じている人物も
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存在する。その結果として,『人目を意識した

コーディネート』を行うことで,自身が浮いて

しまう・孤立する危機感を回避することがで

き,安心感を感じている。このように,周囲か

ら孤立・浮いてしまうという危機感を感じ,人

目を意識したコーディネートを行っているた

め,【危機感が与える行動への影響】は大きい。 

調査協力者の半数は自身の服装のコーディ

ネートを行う際に,『自分が着たい服を中心に

したコーディネート』を行っており,色の組み

合わせやシンプルさなど『コーディネートに

おけるこだわり』を持っている。その様子が

古着を購入したり,アウターに金額をかけた

りと『私服の購入の仕方』にも表れている。こ

うして,【着たい服を中心にコーディネートを

行う楽しみ】を購入後の後悔や自身のコーデ

ィネートへの満足感を感じることで,コーデ

ィネートを楽しみとしている。 

 人目や周囲からの遅れ・孤立による危機感

を意識しつつも,『自身の意志の下に行動でき

る』調査協力者が存在し,その影響が自身の着

たい服・好きな服を着たいなど『自分が好き

な服を着たい』という感情をつくり出してい

る。ファッションは自身の意志を反映する手

段として存在し,また,着たい服を着るという

形でファッション価値観を確立しているため,

【ファッションにおける意志の反映】が見ら

れる。 

図 1 結果図 
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Ⅳ．考察 

以下,自我同一性とファッションの関係性につい

て,M-GTA の結果をもとに考察を行う。 

1.ファッションについての親からの影響

 まず,自我同一性とファッションの関連としてファ

ッションについての親からの影響について考えてい

く。調査協力者全員はファッションスタイルを形成

する過程で親を参考にしていないことが考えられる。

『ファッション指導を受けていない』の概念から 調

査協力者の大半は自由な家庭環境で育ったと感じて

おり,服装に関しても特に指導を受けることはなか

った。対して,小学校までは『ファッション指導を受

けている』の概念といった調査協力者も存在し,厳し

い家庭環境で育ったと感じている調査協力者も存在

する。しかし,最終的には親からの影響を受けていな

いと感じている。これは郷(2017)が子どもは母親の

影響を受け,小さい頃は両親に与えられた服で育つ

が,思春期に入った頃から自分で選ぶ傾向が出てく

ると述べているように,服装に関しても思春期の開

始と同時に自分で選ぶ意識を持つようになる傾向が

ある。さらに,山口(1991)は思春期は青年期の初期で

ある 12，13 歳ごろから開始し,急速に自我が発達す

る結果,一個人として自立しようとすると述べてい

る。調査協力者 E は中学の進学をきっかけに親が選

んだ服ではなく,自身で服装を選択し,高校でも【進

学先選択の際に制服を重視している】ことから,思春

期を境に親からの指導に反抗し,自身の考えを尊重

するようになるため,ファッションスタイルの形成

は親への反抗のきっかけになりやすいと考える。 

2.危機感を持つきっかけ

次に調査協力者がファッションを通して自我同一

性確立に至る危機感を持つきっかけについて考える。

【ファッション意識の芽生え】をきっかけに,調査協

力者全員が時期は異なるが自身のファッションに対

する危機経験を中学・高校期と大学進学期の 2 つの

時期で経験している。中学・高校時に自身のファッ

ションへの危機感を経験している調査協力者は周囲

の友人に比べて,服に関して何も知識がないことに

危機感を感じたことがきっかけにとなり,ファッシ

ョン意識が芽生えたと感じている。また,自身のファ

ッションがダサいことで周囲から浮いてしまうこと

に危機感を感じた調査協力者もいる。これらから,友

人や先輩など身近な人物と自身を比べて,自分が知

らない・浮いているなどの危機感を持つことをきっ

かけに『ファッション面で自身が取り残されている』

ことを自覚し,周囲の人間に追いつこうとする過程

で自分らしいファッションを模索しようと考えられ

る。 

次に,『大学で着ることができる私服がない』の概

念についてアーロン・メイズラー(2018)によると,ア

メリカでは服装を個性の尊重を行う一手段と捉え,

「制服は若者の独創性を殺してしまう」という意見

を持っている。対して,四宮(2020)は日本では「制服

は帰属意識を強くし,規律を守る意識が働くという

考え方」と述べている。このように,日本の学校形態

により,集団への帰属意識が高まってしまった結果,

周りから浮いてしまうことに危機感を感じるように

なると考えられる。従って,ここで指す危機感は自我

同一性拡散までではないがこの危機感をきっかけに,

日本では,大学進学時期にファッションに関心を持

つ者が急増すると言える。 

以上の 2 つの時期で危機感を持つきっかけだが,

異なる時期でも自身が浮いている,何も知らないと

いう危機感がきっかけであることは共通しているこ

とから,危機感を感じる時期は重要ではない可能性

がある。平野(2005)は「人は目的を達成するために

行動をし,その目的を達成するためには障害を排除

していく必要がある。危機を感じる力とは,その障害

に気付くために備わっている」と述べている。調査
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協力者の中には,大学進学を楽しみに感じている,都

市にみんなと遊びに行くといった目標を持っている

人物もおり,自身が浮いてしまうことで目標達成へ

の障害とならないように,ダサい・知らないことに危

機感を感じたと考えられる。 

3. 意識が芽生えたあとの行動

危機感をもとにファッション意識が形成されてい

く過程の中で,『ファッションスタイル形成初期の情

報源』から調査協力者の大半が友人やメディアを参

考に自身のファッションスタイルを形成させている。

また,調査協力者の中には参考にしていた対象が友

人からメディアへ変化している者がいた。これは,調

査協力者がファッション意識を持ち始めた時期が中

学・高校であり,ファッションモデルが身近にいたこ

とで自身のファッション形成の際にも参考にしやす

かったためではないかと考えられる。その後は,大学

進学によりソーシャルメディアがより身近になった

ことで,情報源がメディア主体に移行したのではな

いかと考えられる。加えて,谷田川(2013)は「高校ま

での友達づくりと大学での友達づくりとでは,チャ

ンスも関係を構築するための時間もかなり異なって

いる。高校まではクラス単位での学校生活となるた

め,クラスの中で十分な時間を使って友達との関係

を深めることができるが,大学では時間的にも空間

的にも自由度が高まる分,友達との出会いの場も関

係を深める時間も限定的となってくる」と述べてい

る。このように,大学進学により,友人の存在が身近

ではなくなり,ソーシャルメディアが急速に普及し

たことで,身近に手に入る情報源が友人からメディ

アに変わったことがファッションに関する情報源の

違いを生み出している。従って,大学進学をきっかけ

にファッションに興味を持ち始めた調査協力者は

SNS を中心にファッションに関する情報を入手して

いると考えられる。 

さらに,調査協力者は状況に応じてコーディネー

トを変化させている。『状況に応じたコーディネー

ト』から,調査協力者の中には,活動によって,コーデ

ィネートを変えることはないが,どの人物に会うか

によって,コーディネートを選択している。加えて,

調査協力者全員が『コーディネートにおける上衣の

優位性』を感じており,コーディネートの基準は上衣

にある。そのため,上衣を中心にコーディネートを変

化させることで,調査協力者は様々な状況に応じて

コーディネートを作り上げている。

以上のことから,調査協力者はファッションスタ

イルを形成していく過程で,中学・高校在学時では,

友人や先輩,大学在学時には SNS,動画等のメディア

などの身近にあるファッション情報源をモデルとし,

自身のコーディネートを構成する傾向がある。そし

て,身近なモデルを参考にしつつも,活動する際に誰

と会うかやどこで活動するかなどの自身が置かれて

いる状況に合わせて,自身がすべきコーディネート

を上衣中心に選択し,自身のコーディネートを形成

していくことでファッションスタイルを形成してい

くと考えられる。 

4.危機感が与える行動への影響

調査協力者全員が自身のファッションに危機感を

感じ,情報を取捨選択していくことでコーディネー

トを行っているが,『自分が着たい服を中心にしたコ

ーディネート』を行っている調査協力者と『人目を

意識したコーディネート』を行っている調査協力者

が存在する。 『人目を意識したコーディネート』を

行っている調査協力者は,自身のファッション価値

観に自信を持っていない。そのため,私服を購入する

際はメディアを参考に無難なファッションを意識し

たり,「マネキン買い」を行ったりと自分の意志が反

映されないことを重要視している。さらに,コーディ

ネートがうまくいった際には,うれしいなど気分が

高揚するのではなく,安心する,ほっとするなど安心

感を感じる傾向がある。これは,調査協力者が危機感

を感じないと行動しないと回答しているように,フ

ァッションにおいて,自分が浮くかもしれないとい

う危機感をもとに行動し,危機を回避したことで安

心感を感じているため,自我同一性の達成のための

きっかけとはなり得ない可能性がある。  

対して,『自分が着たい服を中心にコーディネート』

を行っている調査協力者はファッションにおいて,

危機感を経験している。しかし,現在では古着をコー
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ディネートに取り入れたり,色の組み合わせやシン

プルさを意識したりと『コーディネートにおけるこ

だわり』を持っている。このことから,自身が自分が

着たいと思う服を着ることを中心にコーディネート

を行っていることが分かる。そして,調査協力者は自

身のコーディネートがうまくいく,褒められた時は

うれしい,テンションが上がるなど気分が高揚する

傾向がある。これらから,危機感を感じながらも,フ

ァッションにおいて,自身の意志の下に行動するこ

とを第一に考えているため,自我同一性の達成のた

めのきっかけとなりうる可能性があると考える。 

5．自我同一性とファッションの関連性 

以上のことから,ファッションは自我同一性を確

立する１つのきっかけになりうると考えられる。今

回の調査協力者全員のファッションを意識し始める

要因にファッション面で自身が取り残されていると

いう危機感を感じていることがある。そして,ファッ

ションスタイルを形成していく中で,参考にする情

報や実際に活動する状況に応じて,コーディネート

を模索し,自身のファッションを使い分けているこ

とから,橋本(2014)が述べる「変化しながらも同じで

あり続けようとする」アイデンティティ形成の一面

も表れている。また,ファッションに関する模索をし

ていく中で,自分のファッション価値観に自信が持

てず,第三者のファッション価値観を真似ることで,

自身がダサいことで周囲から取り残されてしまうし

まうことを回避している調査協力者が存在した。こ

の調査協力者は無藤(1979)が定義づけている「危機

の最中で,自分の信念に基づいた行動をしようとし

ている状態」にあるため,モラトリアムに該当する可

能性がある。対して,自身が着たいと感じる服を中心

にコーディネートを行っている調査協力者は,ファ

ッションに関する危機感を感じながらも,現在では,

自分が着たいと感じる服をコーディネートに取り入

れているため,ファッションに自身の意志が反映さ

れている。このことから,無藤(1979)が定義づけてい

る「自分にとって意味のある危機を経験し,自分の信

念に基づいて行動している状態」であると考えられ

るため,同一性達成地位を達成している可能性があ

る。 

 このように,ファッションを意識し始め,自身のフ

ァッションスタイルを模索し,形成していく過程は

石田(2014)が述べている現代の価値観の多様化によ

るオリジナルの個性を志向する,「自分らしさ」を探

求する過程に当てはまるため,自我同一性の形成を

表す一過程になりうると考えられる。 

6.今後の課題

今後の課題としては,事例が少ないことやファッ

ションと自我同一性の関連についての研究が少ない

ことがあげられる。また,尺度を使いながら,直接関

連が見られるかについて調査研究を行っていく必要

性や本研究では職業アイデンティティに関しては検

討をできていないため,20 代後半の現代青年を対象

に検討を行っていく必要がある。 
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